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光を用いた居眠り運転防止システム

～生体信号に基づいた光刺激による生体誘導の研究～
06

心拍や呼吸などの人の生体信号に

近いリズムの刺激によって，人の

生体信号が引き込まれることがあ

ります．本研究では人を引き込み

やすいリズムの光の提示方法を提

案し，眠気が高まらないように誘

導することで，居眠り運転の予防

に役立てます．

従来の居眠り運転の予防システム

はドライバの眠気の高まりを検知

した後，ドライバを覚醒させま

す．しかし眠気が高まった状態で

の運転は危険であるため，この研

究では眠気の高まりを未然に予防

し，覚醒状態を保つシステムを提

案します．

自動車の運転中に適切な光刺激を

提示することで，自然とドライバ

の生体信号が引き込まれることが

期待されます．ドライバの眠気の

高まりを予防するだけでなく，光

提示によって様々な情報提示を行

う次世代HMIの提案を目指しま

す．
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生体信号に基づいた光刺激提示
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眠気･覚醒の度合いを生体信号から評価

 人が覚醒している状態の生体信号
と同じ特性を持つ光刺激を提示す
ることで覚醒状態へ誘導

変換

 ドライバが運転中に光の周期に合
わせて呼吸をすることで眠気の予
防も可能

 心拍変動や呼吸変動を同期させる
ために生体信号に基づいた刺激を
用いる
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𝑃𝑜𝑤𝑒𝑟 𝑅𝑅𝐼 𝑑𝑓

拍動の間隔の周波数から
眠気指標，覚醒指標を算出
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𝑃𝑁𝐴

瞳孔径の縮瞳，散瞳

虹彩に対する目の開閉具合
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脳波の周波数からα波成分の割合を算出
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